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国立公文書館の機能・施設の在り方等に関する調査検討会議の開催について

平成２６年５月１３日

内閣府特命担当大臣決定

平成２８年６月２４日一部改正

１．趣旨

  日本国憲法を始めとする重要な歴史公文書等の保存・利用を担う国立公文書館の

機能・施設の在り方について、国民や利用者の視点、総合性、効率性等の観点から、

幅広く調査検討を行うため、「国立公文書館の機能・施設の在り方等に関する調査検

討会議」（以下「会議」という。）を開催する。

２．構成員

（１）会議の構成員は、別紙のとおりとする。ただし、会議には、必要に応じ、

構成員以外の関係者の出席を求めることができる。

（２）会議は、必要に応じ、会議の委員及び特定事項について識見を有する者か

らなるワーキング・グループを開催することができる。

３．会議の公開等

会議は原則として公開するとともに、議事録を作成し、ホームページに掲載する。

４．会議の庶務

会議の庶務は、大臣官房公文書管理課において処理する。

５．その他

前各項に定めるもののほか、会議の運営に関する事項その他必要な事項は、座長

が定める。

（参考資料１）
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国立公文書館の機能・施設の在り方等に関する調査検討会議 構成員

秋山
あきやま

哲一
てつかず

東洋大学大学院理工研究科長

井上
いのうえ

由里子
ゆ り こ

一橋大学大学院国際企業戦略研究科教授

内田
う ち だ

俊一
しゅんいち

一般財団法人建設業振興基金理事長

＜座長＞ 老川
おいかわ

 祥一
しょういち

株式会社読売新聞グループ本社 取締役最高顧問

・主筆代理・国際担当（The Japan News 主筆） 

読売巨人軍 取締役オーナー

加藤
か と う

陽子
よ う こ

東京大学大学院人文社会系研究科教授

斎藤
さいとう

勝利
かつとし

第一生命保険株式会社代表取締役会長

永野
な が の

和男
か ず お

聖心女子大学メディア学習支援センター長・教授

松岡 E

まつおか

A AE資 E

た だ

A A E明 E

あ き

A ジャーナリスト

＜オブザーバー＞

尾崎
お ざ き

  護
まもる

公益財団法人矢崎科学技術振興記念財団理事長

菊池 E

き く ち

A AE光 E

み つ

A A E興 E

お き

A   独立行政法人国立公文書館フェロー

（敬称略、五十音順、役職は平成２８年７月１日現在）

（別紙） 
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国立公文書館の機能・施設の在り方等に関する調査検討会議

展示・学習等ワーキンググループ 構成員

井上
いのうえ

由里子
ゆ り こ

一橋大学大学院国際企業戦略研究科教授

内田
う ち だ

まほろ 日本科学未来館 事業部展示企画開発課長

田中
た な か

里沙
り さ

事業構想大学院大学学長／宣伝会議取締役

＜座長＞ 永野
な が の

和男
か ず お

聖心女子大学メディア学習支援センター長・教授

＜オブザーバー＞

小原
お は ら

由美子
ゆ み こ

独立行政法人国立公文書館首席公文書専門官

保存・利用支援等ワーキンググループ 構成員

青木
あ お き

睦
むつみ

 国文学研究資料館准教授

＜座長＞ 秋山
あきやま

 哲一
てつかず

東洋大学大学院理工研究科長

遠藤
えんどう

康一
こういち

東京工業大学特任講師

小島
こ じ ま

浩之
ひろゆき

東京大学経済学部資料室講師

＜オブザーバー＞

八日 E

よ う か

AA E市谷 E

い ち や

A A E哲生 E

て つ お

A 独立行政法人国立公文書館業務課課長補佐

（敬称略、五十音順、役職は平成２８年７月１日現在）
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「国立公文書館の機能・施設の在り方等に関する調査検討会議」開催経過 
（平成 28年度） 

開催日時 会議名 主な議題 

平成 28年 7月 29日 国立公文書館の機能・施設の

在り方等に関する調査検討

会議（第 16回） 

・新たな国立公文書館に関する最近の動

きについて 

・今後の進め方及び検討体制について 

・意見交換 

平成 28年 8月 30日 保存・利用支援等ワーキング

グループ（第 1回） 

・構成員紹介 

・ワーキンググループの進め方について 

・修復機能、デジタルアーカイブ機能に

係る現状及び今後の取組等について（国

立公文書館説明） 

・意見交換 

平成 28年 9月 29日 展示・学習等ワーキンググル

ープ（第 1回） 

・構成員紹介 

・ワーキンググループの進め方について 

・展示機能、学習機能に係る現状及び今

後の取組等について（国立公文書館説明） 

・意見交換 

平成 28 年 10 月 18日 保存・利用支援等ワーキング

グループ（第２回） 

・保存機能、調査・研究支援機能に関す

る現状及び今後の取組等について（国立

公文書館説明） 

・意見交換 

平成 28年 11 月 18日 展示・学習等ワーキンググル

ープ（第２回） 

・情報交流機能に係る現状及び今後の取

組等について（国立公文書館説明） 

・意見交換 

平成 28年 11 月 30日 国立公文書館の機能・施設の

在り方等に関する調査検討

会議（第 17回） 

・ワーキンググループの進捗状況等につ

いて 

・今後の進め方等について 

平成 28年 12 月 21日 展示・学習等及び保存・利用

支援等合同ワーキンググル

ープ（第３回） 

・ワーキンググループの取りまとめに向

けて 

平成 29年 1月 18日 展示・学習等及び保存・利用

支援等合同ワーキンググル

ープ（第４回） 

・ワーキンググループ報告書について 

（参考資料２）
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国
立
公
文
書
館
の
機
能
・
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る
基
本
構
想
（
概
要
）

国
立
公
文
書
館
に
求
め
ら
れ
る
機
能

①
国
の
か
た
ち
や
国
家
の
記
憶
を
伝
え
将
来
に
つ
な
ぐ
「
場
」

と
し
て
の
役
割
の
発
揮

②
我
が
国
全
体
の
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
・
利
用
等
の
取
組

推
進
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
の
強
化

③
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
を
始
め
と
す
る
時
代
の
変
化
を

見
据
え
た
施
設
整
備
や
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

各
種
機
能
に
係
る
今
後
の
展
望

国
立
公
文
書
館
の
目
的
（
国
立
公
文
書
館
法
第
４
条
）

昭
和

46
年

国
立
公
文
書
館

設
置
（
総
理
府

の
附
属
機
関
）

平
成

13
年

独
立
行
政
法
人

化 新
た
な
国
立
公
文
書
館
像
の
方
向
性

収
集
・
情
報
提
供
機
能

国
立
公
文
書
館
の
機
能
・
施
設
の
在
り
方
等
に
関
す
る
調
査
検
討
会
議

に
お
い
て
議
論

国
立
公
文
書
館
の
組
織
・
運
営
等

展
示
・
学
習
機
能

保
存
・
修
復
機
能

調
査
・
研
究
支
援
機
能

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

機
能

人
材
育
成
機
能

組
織 ・ 運
営

・
国
立
公
文
書
館
の
役
割

の
重
要
性
の
高
ま
り

・
書
庫
満
架
の
見
込
み

改
め
て
機
能
・
施
設
の
在
り

方
を
見
直
す
必
要

平
成

26
年
～

「
世
界
に
誇
る
国

民
本
位
の
新
た
な

国
立
公
文
書
館
の

建
設
を
実
現
す
る

議
員
連
盟
」

か
ら
要
請

衆
議
院
議
院
運
営
委
員
会
「
新
た
な
国

立
公
文
書
館
に
関
す
る
小
委
員
会
」
中

間
と
り
ま
と
め

（
平
成

27
年
８
月
）

国
会

政
府

２
か
所
の
建
設
候
補
地
提
示

国
立
公
文
書
館
の
機
能
・
施
設
の

在
り
方
に
関
す
る
基
本
構
想

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
国
立
公
文
書
館

に
求
め
ら
れ
る
機
能
等
に
つ
い
て
整

理
し
、
そ
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
す

求
め
ら
れ
る
機
能
の
発
揮
に
向
け
て
、
独
立
行
政
法
人
で
あ
る
こ
と
に
よ

る
制
度
上
の
顕
著
な
問
題
点
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
ず
、
引
き
続
き

制
度
の
特
徴
を
活
か
し
つ
つ
必
要
に
応
じ
た
運
用
の
改
善
を
図
っ
て
い
く

べ
き
。

平
成

26
年
度
報
告
（
平
成

27
年

3月
）

展
示
・
学
習
機
能
充
実
、
三
権
の
重
要
文
書

の
保
存
・
利
用
、
国
会
周
辺
へ
の
立
地

新
た
な
国
立
公
文
書
館
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

①
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
実
施
等
に
よ
る
収
集
活
動
の
拡
大

②
収
集
に
係
る
情
報
集
約
・
広
報
強
化

③
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
他
機
関
所
蔵
文
書
の
収
集
及
び
所
在
情
報
の
横
断
的
な
集
約
・
提
供

④
①
～
③
の
た
め
の
体
制
や
施
設
整
備
及
び
予
算
確
保

⑤
立
法
府
文
書
の
移
管
に
係
る
積
極
的
検
討

①
国
際
的
水
準
を
満
た
し
た
展
示
施
設
の
整
備

②
魅
力
あ
る
展
示
手
法
の
開
拓

③
学
校
教
育
と
の
連
携
に
よ
る
学
習
活
動
の
積
極
的
展
開

④
専
門
性
を
も
っ
た
職
員
の
育
成
・
確
保
及
び
外
部
と
の
連
携
に
よ
る
担
い
手
の
充
実

①
受
入
れ
文
書
の
拡
大
や
利
用
の
増
加
に
も
対
応
し
得
る
書
庫
の
整
備

②
適
切
か
つ
効
率
的
な
保
存
環
境
の
確
立
及
び
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
設
備
の
整
備

③
修
復
の
た
め
の
設
備
の
充
実
と
体
制
強
化

④
保
存
・
修
復
に
係
る
セ
ン
タ
ー
機
能
の
確
立

①
快
適
で
利
便
性
の
高
い
閲
覧
室
の
整
備
と
出
納
シ
ス
テ
ム
等
の
合
理
化

②
利
用
者
が
調
査
研
究
を
深
め
る
た
め
の
設
備
の
充
実

③
充
実
し
た
利
用
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
る
来
館
利
用
の
付
加
価
値
向
上

①
修
復
と
連
携
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
拠
点
の
整
備

②
我
が
国
全
体
と
し
て
の
歴
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
推
進

①
国
立
公
文
書
館
の
機
能
拡
大
を
支
え
る
人
材
の
確
保
・
長
期
的
育
成

②
我
が
国
全
体
と
し
て
の
専
門
家
育
成
（
研
修
対
象
の
拡
大
）

③
大
学
・
大
学
院
と
連
携
し
た
人
材
育
成
の
深
化

④
資
格
制
度
の
確
立
に
向
け
た
検
討

情
報
交
流
機
能

①
広
報
活
動
の
戦
略
的
強
化
と
体
制
整
備

②
国
立
公
文
書
館
を
拠
点
と
し
た
交
流
の
促
進

①
保
存
及
び
利
用
提
供
機
能
、
②
情
報
収
集
、
整
理
及
び
提
供
機
能
、

③
調
査
研
究
機
能
、
④
研
修
機
能

主
と
し
て
以
下
の
機
能
を
担
う
も
の
と
位
置
付
け

平
成

21
年

公
文
書
管

理
法
制
定

国
立
公
文
書
館
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
保
存
し
、
及
び
一
般
の
利
用
に
供
す

る
こ
と
等
の
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
及
び
利

用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

施 設

・
国
立
公
文
書
館
の
役
割
に
照
ら
し
、
十
分
な
規
模
と
ふ
さ
わ
し
い
落
ち
着

き
と
恒
久
性
を
備
え
た
も
の
に
す
る
べ
き
。

・
規
模
は
、
現
在
の
本
館
の
数
倍
、

4万
～
５
万
㎡
程
度
確
保
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

・
周
囲
の
景
観
と
の
調
和
に
配
慮
し
、
立
地
の
利
点
を
活
か
し
た
施
設
と
し

て
整
備
。
コ
ス
ト
面
に
も
配
慮
し
、
耐
久
性
の
高
い
機
能
的
な
も
の
に
。

（参考資料３）
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第 190 回国会 衆議院議院運営委員会新たな国立公文書館に関する小委員会 会議録（抄）

第 2号 平成 28年 5月 26日(木曜日) 

○松野小委員長

本小委員会は、昨年四月に設置され、昨年八月には、建設候補地として、憲

政記念館敷地（Ａ案）及び国会参観者バス駐車場敷地（Ｂ案）の二案を中心と

して調査検討を進めるとする中間取りまとめを決定いたしました。 

その後、両案について、内閣府を中心とした調査を行い、この調査結果を踏

まえ、今国会において引き続き議論を行ってまいりました。 

これまでの議論を踏まえますと、新たな国立公文書館の建設候補地について

は、可能な建設規模の見通しや周辺環境から、現時点では、中間取りまとめに

おけるＡ案について調査を進めていきたいと存じます。 

 本小委員会といたしまして、政府に対して、Ａ案について基本的な計画の策

定作業を開始し、今年度末を目途に、新たな国立公文書館に必要とされる諸室

の規模、機能及び地質学的調査を含む敷地の概況等について報告を求めるとと

もに、衆議院事務局その他関係各所と協議の上、内閣府の行った調査や本小委

員会の議論で指摘された諸事項への対応策を明らかにすることを求めること

といたしたいと存じます。 

小委員会としての最終判断をするために必要な報告を政府から受け、本小委

員会として、建設候補地を決定いたしたいと存じます。 

以上について、御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○松野小委員長

御異議なしと認めます。よって、そのように決しました。 

なお、政府は、基本計画の策定に当たっては、これまでの憲政記念館の歴史

及び機能に鑑み、新たな憲政記念館においても、現在の機能及び規模に留意し、

検討を進めるよう求めます。 

（参考資料４）
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エ
リ
ア

・
許
可

さ
れ

た
者

の
利

用
エ
リ
ア

・
職
員

・
委

託
業

者
エ
リ
ア

・
職
員

の
み
エ
リ
ア

資
料

保
管
庫

事
務
室

（
ア
ジ
歴
含
む
）

会
議
室

等

職
員
の
流
れ

職
員
等
入
口

ホ
ー
ル
・

研
修
室

見
学

ｶﾞ
ｲﾀ
ﾞﾝ

ｽ室

職
員
用
調

査
研
究
室

光
学

ﾒﾃ
ﾞｨ
ｱ

等
保

存
庫

職
員

受
付

エ
ン
ト

ラ
ン
ス

等

共
通
利

用
施
設

来
館
者
用

ス
ペ
ー
ス

見
学
エ
リ
ア

複
製
物

保
管
庫

修
復
体

験
室
（

セ
ミ
ナ

ー
室
）

利
用
者
入
口

低
温

保
存 庫

目
録

作
成
室

業
者

休
憩
室

業
者

休
憩
室

保
存
機
能
（
管
理
）

修
復
機
能

展
示
機
能

学
習
機
能

管
理
機
能

調
査
研
究
支
援
機
能

交
流
機
能

デ
ジ
タ
ル
化
機
能

保
存
機
能
（
書
庫
）

諸
機
能
・
諸
室
の
全
体
像

※
機
能
等
の
繋
が
り
や
文
書
と
人
の
流
れ
を
概
念
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

施
設
内
の
諸
室
の
配
置
に
係
る
検
討
等
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（参考資料５）
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